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“想いを基金”に 

その基金をもとに“地域課題の解決”  
 

― 未来ファンドおうみ助成事業 2017助成先団体の活動がはじまりました ― 
 

 

【2017年度の助成決定の事業数・助成額】 

おうみＮＰＯ活動基金助成・・・・・・・・・・２事業（550,000円）      

びわこ市民活動応援基金助成・・・・・・・・・３事業（790,000円） 

びわ湖の日基金助成・・・・・・・・・・・・・１事業（200,000円） 

積水化成品基金助成・・・・・・・・・・・・・１事業（200,000円） 

笑顔あふれるコープしが基金助成・・・・・・・２事業（200,000円） 

ナカザワＮＥＯフレンドシップ基金助成・・・・２事業（190,000円） 

げんさん食育ＮＰＯ基金助成・・・・・・・・・２事業（200,000円） 

湖国文学活動応援むらさき基金助成・・・・・・２事業（200,000円）       

----------------------------------------------------------------------------- 

         合計  １５事業（１５団体）     2,530,000円 

 

 

 

5月 13日（土）10：30から、ピアザ淡

海(県民交流センター：207会議室）にお

いて、未来ファンドおうみ 2017年度助成

事業のオリエンテーションを開催しまし

た。 

事業の進め方、広報の約束ごと、会計

で気をつけること、淡海ネットワークセ

ンターからの支援などについて説明しま

した。参加団体さんからは、熱心な質問

が次々と出されました。 

 

http://www.ohmi-net.com/


 

未来ファンドおうみの事業 
           

2016年度助成事業  成果発表会を開催しました 
 

5月 13日（土）13：00から、ピアザ淡海(県民交流センター：207会議室）において、未

来ファンドおうみ 2016年度助成事業の成果発表会を開催しました。 

     

8基金、21事業が発表と展示をおこないました。   

 

発表後には運営委員からの質問や活動に対してのねぎらいの言葉がありました。また、

寄付者の方からも、積極的なご質問やアドバイスをいただきました。  

    



 

2017 助成先団体の活動 
 
おうみ NPO活動基金助成 

ぼてじゃこトラスト 
 

採択事業は「滋賀の魚つかみ文化を次世

代につなぐ親子自然体験教室」です。 

 5月 14日（日）、“サツマイモ植え＆

外来魚釣りの活動”をおこないました。午

前中は、サツマイモ植えでした。ワンパク

塾会員（大人 21人、子ども 25人）、大人

会員 4人で 2種類のサツマイモを植えまし

た。品種は、ベニアズマと鳴門金時です。

畝作りから植え付けまで大人会員にポイン

トを教えてもらい、子どもたちが実際にや

ってみました。初めて体験する子もいて、

とても楽しそうでした。今後は、10月の収

穫に向けて、水やり・草取り・根切り等を

行っていきます。 

午後は、“瀬田川での外来魚釣り”をし

ました。ワンパク塾会員（大人 20人、子ど

も 21人）、大人

会員 2名が参加

しました。釣り

が初めての人は、

武田さんに仕掛

けの作り方、浮

きの位置・釣り

場所などを教え

ていただき、釣

りの楽しみと釣りの難しさを体験しました。

釣り上げた魚は約 150匹で、ブラックバス

が 1匹、残りはブルーギルでした。魚を釣

る楽しみを味わうとともに、在来魚がほと

んどいないこともわかりました。 

 

ナカザワ NEO フレンドシップ基金助成 

湖南市国際協会 
  

採択事業は「教育支援事業 日本語初期

指導教室（さくら教室）」です。 

さくら教室は、あいさつや動物の名前な

どの初級日本語、算数、お茶やお花などの

日本文化、かるたなどの昔ながらの遊び、

季節に応じた行事、食べ物などを教えたり、

一緒に作ったり、遊ぶ中で日本のことや言

葉を伝えます。今学期は第 30期となります。

昨年度までは岩根小学校で開催していまし

たが、4月から外国籍の子どもが多い水戸

小学校に移転しました。入学したのはブラ

ジル人やペルー人の小中学生 7人です。 

 

 6月 4日（日）には、協会の全体行事

「ワールドフェスタこなん 2017」がサンヒ

ルズ甲西で開催されました。フラダンスや

ミュージカル、サンバなどの多文化交流ス

テージ、タイやペルーやブラジルの料理に

交じって日本の弥平唐辛子うどんとたい焼

きも販売されました。また、活動 PR＆販売

スペースでは、いろいろな国の文化や暮ら

しを体験することができました。 

 



 

未来ファンドおうみの仕組み 

 

 

 

寄付をするには？ 
 個人、企業、団体、財団など、どなたでも寄付をしていただくことができます。 

 「未来ファンドおうみ」には、いろいろな基金の種類があります。応援したい基金を

選んでください。 

 「未来ファンドおうみ」への寄付は、税制上の優遇措置の対象になります。 

 

 

助成金を受けるには？ 
 助成対象は、ＮＰＯや市民活動団体です。 

 通常、１１月中旬から募集案内をします。 

 申請書類は、１２月～１月中旬（予定）に提出していただきます。 

 助成団体採択の審査は「未来ファンドおうみ運営委員会」がおこないます。１次審査

と２次審査があります。（基金によっては、１次審査だけのものもあります。） 

 

 

お問い合わせ先 
淡海ネットワークセンター（公益財団法人 淡海文化振興財団） 

〒520-0801大津市におの浜 1-1-20（ピアザ淡海２Ｆ） 

TEL：077-524-8440、FAX：077-524-8442、e-mail:office@ohmi-net.com 
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